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学位論文題名 

 

形態処理に関するオブジェクト認知構造 

―検出とカテゴリー化の判断過程の比較― 

  

 本論文は，オブジェクト認知の中でも特に重要と考えられる形態情報の検出とカテゴ

リー化の判断過程について実験的に検討し，オブジェクト認知構造の全体像を明らかに

しようと試みたものである。 

 第 1 章では，オブジェクト認知の構造とその処理過程に関する先行研究の知見を概観

し，本論文の背景と目的を提示している。第 2章では，オブジェクトの線画にランダム

ドットによるノイズを重ねて画像情報を操作した 3 つの実験研究について報告してい

る。これらの実験では，線画特有の未知の要因をキャンセルする刺激を作り出し，その

上で様々な形態変数と判断過程の関係性を丹念に分析し，また事前と事後の教示条件を

設けて認知判断の違いをパス解析によって明らかにしている。その結果，オブジェクト

認知には，トップダウン処理とボトムアップ処理が，課題によって異なる仕方で関与す

ることを示している。第 3 章では，線画の輪郭を断片化した刺激を用いて実験を行い，

反応時間の時間的変化に対して生存時間分析を適用し，検出課題と 3種類のカテゴリー

課題（自然物と人工物，上位レベル，基本レベル）という判断過程を比較し，課題間や

条件間の時間的影響の違いを明らかにしている。第 4章は，検出と上位レベルのカテゴ

リー化と基本レベルのカテゴリー化という 3つの処理過程を総合的に考察し，オブジェ

クトの認知構造全体について考察し，基本レベルのカテゴリー化ではトップダウン処理

とボトムアップ処理の両方が関与し，上位レベルのカテゴリー化ではボトムアップ処理

の影響が大きいことを示唆している。以上を踏まえた上で，知覚判断の違いによって必

要な情報を整理する判断モジュールを仮定したモデルを提案している。 

 以上より得られた本論文の第 1の成果は，これまで不確かであった形態情報の検出と

カテゴリー化の処理過程がどのように異なるかを実証的観点から明らかにしたことで



ある。これによって，従来とは異なるオブジェクト認知の構造を提案することができ，

また従来の仮説で説明できなかった現象もうまく説明できるようになった。これは非常

に意義のある知見であり，本論文の当該領域における最も重要な貢献であるといえる。

第 2の成果は，オブジェクト認知の処理過程と様々な形態情報の関係を明らかにしたこ

とである。本論文では，様々なオブジェクト認知判断において，線画刺激の輪郭上の曲

線部と直線部の情報が異なる影響をもたらすことを示している。これは先行研究にはな

い新しい重要な発見であり，従来の知見を更に一歩進めたものといえる。 

 以上の成果は，当該研究領域に大きな学問的貢献をなすものと考えられる。そのこと

は，本論文の研究成果が当該研究領域を代表する査読付き学術雑誌に掲載されているこ

とからも確認できる。また，本論文で示された実験法やデータ分析法などは，谷口氏自

身が国内外で独自に情報収集して採用したものであり，このように新しい手法を意欲的

に取り入れる姿勢もまた，研究者として評価するに値するといえる。しかしながら，本

論文で提案されたオブジェクト認知構造のモデルは，まだ一般的なオブジェクト認知の

諸様相を十分説明できるまでに至っていないという見方もできる。ただし，これは本論

文の成果を損なうものではなく，今後の研究の蓄積によって，より精巧なモデルの構築

についても大いに期待できると考えられる。 

 以上の審査結果に基づき，本審査委員会は全員一致して，谷口氏に博士（文学）の学

位を授与することが妥当であるとの結論に達した。 

 


